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日本庭園における苑路歩行時の注視に関する研究
A Research on a Gaze Time at the Garden Path Walk in」 apanese Garden
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Abstract:A pedestrianis gaze action is related to the feature of a sequence scene lt is thought that there are some garden scene

elements M′hich determine the cOurse selection,and that thOse elements would have shown high fixation frequencies This research,

in order to confirn■this assumption, aimed at clarifying pedestrianis visual recognition character over the garden scene elements

by using eye―mark recorder in a Japanese garden The results are as followings:  Average gaze time wa6 0 15sec-0 2sec through

the M′hole scene elements, pedestrian's once gaze time M′as quite short, and there、vas no differences in the each scene elements

Hov′ever, the total gaze lilne to the flat bridge and the surface of water ttvere in a higher rank among ali scene elements, except

plantleaves Former tv′o scene elements belong to the rnost impOrtant category in the element which fOrms the」apanese gardens

Since these t、vo scene elements、vere frequently appeared as cOurse selection motives by the questiOnary survey, it can be said that

the Ⅲbridge" and the "v′ater surfaceⅢ are bearing the importanし role visually in the」apanese gardens The total gaze tilne of

pedestrian to the artificial scene elements area M′as higher than those of natural elements area in the scene for experilnent These

results lead to the cOnclusion that different nature scene elements against the natural elements, M′hich Mァere easy to be fixed eyes

on,are major factor for course selection
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1.は じめに

廻遊式庭園は苑路を歩行することによって多様な景観変化を体

験できる庭園形式である。多様な景観を形づくる構成要素として

は苑路そのものや樹木に代表される植物,橋 や四阿などの人工構

造物,あ るいは地形など多数挙げられる。これらの要素を意図的

に配置することにより変化に富んだ庭園が形づくられていると言

える。利用者の注視行動を通して人の庭園空間の捉えかたを解析

することは今後の庭園の計画設計に非常に有用である。

これら,利 用者の注視行動を扱った既存の研究は材野らの空間

構成の変化に対する利用者の反応を調査した研究1)や
仲山らのア

ンケー トを用いた利用実態 ・空間特性調査2)などがあるが,い ず

れもヒアリングや観察によるものであり,歩 行者の注視データを

解析 した研究ではない。回遊による視点移動が主な鑑賞行動とな

る回遊式庭園における歩行者の注視データをアイカメラはリアル

タイムで記録 し,歩 行者の景観構成要素に対する注視点及び注視

時間を明らかにできるため,本 研究の意義に最も沿う手段である

と思われる。

この実験では都市公園の敷地に設けられた日本庭国内の苑路分

岐路を主要な調査対象区として,分 岐路が見え始める地点から歩

行者が経路選択に至るまでの注視データを採取 し,景 観の空間構

成と注視の特徴の関係から実験区間の注視特性を明らかにするこ

とを目的とする。

2.研 究方法

(1)調査の概要

本論文では,苑 路分岐路の空間構成の特徴を景観構成要素を自

然的要素と人工的要素の2つに大別し, さらに色感及び質感の違

いをもとに分類 して明らかにした。また,注 視の特徴については

歩行者の注視点と,そ の注視対象に対する注視時間などの指標か

ら明らかにした。

(2)調査対象

本調査は堺市の大仙公園内にある日本庭園で行った。本庭園の

庭園形式は築山林泉廻遊式である。

大仙公園日本庭園の平面図を図 1に,実 験対象区の平面図を図

2に示す。本論文がデータとして取り扱う区間は図 2中のアイカ

メラ解析区間である。調査対象区間は,川 が池に流れ込む河口に

分岐路が位置しており,苑 路を進むに従って空間の開放性が上昇

している。また歩行者の進行方向の景観には八橋型の平橋を始め

として反り橋,休 憩所などの人工的要素が多数含まれている。

材野らの研究
3)により歩行者の注視を伴う景観行動は空間の開

放度が上昇する地点において人工的要素とも関係して増加する傾

向がある事が分かっているため,上 記区間が適切だと判断した。

スター ト地点

アイカメラ調整場所

黒線で囲まれた部分が実験対象区

図-1 大 仙公園日本庭園平面図

アイカメラ解析区間(24m)

図-2 実 験区問平面図

実験対象の分岐路
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